
第２５回 「なぜなぜ分析」ワンポイント応用編 

ここでは、拙著の本に紹介していない応用編について、紹介したいと思います。 （ただし、いつ

か活字になるかも（？）しれません。お約束できませんが・・・・・・・・） 

あわせて、「なぜなぜ分析」の基本については、ぜひ当社ホームページ、インフォメーションに記

載の書籍等をご覧下さい。 
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物事のつながりを意識して「なぜなぜ分析」を！（パート２） 

  以下は、拙著「なぜなぜ分析徹底攻略ドリル」（ＪＩＰＭソリューション刊）の中の問題のひとつで

すが、この「なぜ」のつながりを見て、皆さんはどう思われますか。 

 なぜ 

 

 

 

 一見良さそうに思いますが、すでにこの段階で話が飛んでいるので、「なぜなぜ分析」としては失

格となります。 

 なぜかというと、これは物事のつながりを無視した展開になっています。 

 改めて考えてみれば当たり前なことですが、フロントガラスに接しているのは人間ではなく、空気

です。（フロントガラスに人間が張り付いているのであれば、これでも構いませんが） 

 したがって、曇る原因として、まず空気に関することを挙げておかなければなりません。 

つまり、 

 なぜ 

 

 

 

 

 

 

 という具合になります。 

 設備や作業のトラブルを分析する場合でも同じで、決してつながりを見落とさず「なぜ」を展開す

ることが緻密な分析につながり、これにより今までたどり着けなかった複数の原因を探り当てること

ができるのです。 

以上 

車のフロントガラスが

曇った 
人が６人乗っている 

車のフロントガラ

スが曇った 
外気と車内の空気との

温度の差が生じた 
 

車内の空気中の水分量

が飽和状態である（「湿

度が上昇した」でも可） 


